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本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  
取組目標 成果目標 自己評価 

関係者

評価 

意見 

ア 安全で安心な

学習環境、生

活環境づくり

の充実 

危機管理マニュアル

を理解し、緊急時に取

るべき行動が分かっ

ている A A 

・職員の危機管理意識が高く、定期 

的な訓練、抜き打ち訓練の実施が

よい。 

・マニュアルは都度改訂していく必 

要がある。 

・避難訓練は全員参加が望ましい。 

 

不良個所の迅速な改

善と、物品の在庫状況

の確認を行っている A A 

・校内が清潔に保たれ、定期的な施 

設改善も図られている。 

・物品の在庫状況を行いながら、防 

災食も意図的に消費する必要が

ある。 

イ 児童生徒、教

職員が自己や

仲 間を 理解

し、互いに認

め合い、大切

にする学校生

活の充実 

児童生徒が自分のこ

とに自信をもって取

り組み、友だちに関わ

ろうとすることがで

きる 

B B 

・互いに関わり合う姿が見られてい

る。リモート交流等の工夫も良

い。 

・障害特性からくる難しさを考慮す 

 れば、無理せず継続できることを 

 重視したい。 

 

ウ 

 

生活年齢、的

確な実態把握

に基づいた授

業実践をし、

学びの積み重

ねがわかる教

育活動の実践 

 

児童生徒、一人ひとり

の学びの積み重ねを

教職員間で共有でき

る 
Ａ A 

・個に合った学習が積み重ねられ、 

 共有がなされている。 

・収穫、栽培、調理といった一連の 

 学習活動が有意義だと思う。 

 

 

児童生徒が、「わかっ

た、できた、またやり

たい」という気持ちで

活動し、自分の意思や

気持ちを表現してい

る 

Ａ A 

・表出への支援を工夫して行ってお 

り、意欲を高めている。 

・自己決定や伝わなかった経験等を  

考慮するとさらによい。 

 

  

実態把握をし、児童生

徒一人一人に合った

コミュニケーション

手段を取り入れてい

る 

Ａ A 

・個に合ったコミュニケーション方 

法で支援されている。 

・今後も表出や意思決定を大切にし 

 て支援してほしい。 
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エ 教職員が主体

的 に語 り合

い、やりがい

を感じて取り

組む、授業改

善や業務改善

の充実 

「〇〇したい！どう

したらできる？」の問

いや考えがある授業

を行っている 

 

Ｂ 

 

B 

 

・児童生徒の言葉や表情を汲み取る 

ことは難しいが、個人内評価を適 

切に行い表出につなげていきた 

い。 

・障害者が行動する際に選択肢をも 

 つことができるようにすること 

が大切である。 

教職員が授業準備や

反省の時間を十分に

取り、授業改善が重ね

られる。 

A A 

・授業の振り返りやフィードバック 

できていることは良い。 

 

 

オ 地域、関係機

関、保護者と

連携した体験

的学習や表現

活動の充実 

児童生徒、教職員、保

護者、地域の方が、交

流をしてよかったと

思っている 

Ａ A 

・年齢や立場を踏まえ、体験学習を 

 取り入れ、充実した学習が行われ 

ている。 

・少人数の集団で過ごす児童生徒に  

とって地域とのつながりは貴重 

で あり、非常時等の際にも支え 

になるので充実した交流を続け 

てほしい。 

・センター令和との連携の面で課題 

 もあると思われる。 

カ 共に学び、共

に育つ交流及

び共同学習の

推進 

児童生徒が、同世代と

のかかわりを楽しみ、

自分からかかわって

いる 

 

B 

 

 

A 

・直接交流することで互いに学び合 

う姿が多く見られていることか 

ら、児童生徒の主体性や感じ方を 

尊重しながら交流を継続してほ

しい。 

 


